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論　　文　　の　　要　　旨

　本研究は，情報理論および，数理統計学における情報の数理的表現についての研究を行なっている。

以下に，その内容を列挙する。　　　　　　　　　　　　　　喘

　1．従来の，Sha㎜㎝エントロビーから導出された亙一ダイバージェンス，トダイバージェンスの

　系列を，それぞれ艮enyiとHavrda－Charvatによるαエントロピーを用いて，より一般のαエント

　ロピー，α次のI一ダイバージェンス，α次のJ一ダイバージェンスの系列を新たに定義し，整理し

　ている。

　2．統計的パラメー一タ空間の概念を発展させ，拡張パラメータ空間を作り，その上で異なる関数形

　を持つ確率密度関数聞の距離の定義を可能にし，与えている。

　3．直交拡張パラメータ空聞の特殊な形である空間の曲率に関する定理を導き，証明した。

　4．新たに定義したダイバージェンスの局所的鼓動を調べている。

　5．直交拡張パラメータ空問の理論をテクスチャ』解析に応用した。即ちテクスチャー聞の距離を

　空聞の測地的に求めて，その距離をテクスチャーの判別に応用し，拡張パラメータ空聞の応用の大

　いなる可能性を示している。
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審　　査　　の　　要　　旨

　全体を通して，随所に独創性を表わす展開，構成，解析が多く見られる。特にパラメータ空間から，

拡張パラメータ空間を考案し，相異なる二つの確率密度関数間の差異を定量的に与え，テクスチャー

の判別に応用している点である。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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